別紙３
消防水利施設協議書
和歌山市消防長（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）とは、和歌山市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地において施工する開発行為により設置する消防水利施設につき都市計画法第３２条第２項の規定に基づき、次のとおり協議した。
１　開発行為が都市計画法第２９条第１項に該当するものであるが、その開発区域、規模、建物の用途等を勘案して乙は、開発区域内に次の消防水利施設を設置するものとする。
　　なお、設置する消防水利施設の施工については、和歌山市消防局の指示に従うものとする。
⑴　防火水槽　　　４０立方メートル級　　　　　　　基
　　　　　　　　　２０立方メートル級　　　　　　　基
⑵　消火栓　　　　　　　　　箇所（管径　　　　　ミリメートル）
⑶　その他
２　乙は、消防水利施設の施工に際して、和歌山市消防局の定める工事届を提出し、工程及び完成検査を受けるものとする。
３　この協議に定めのない事項又は疑義の生じた事項については、必要に応じ甲乙協議して定める。
上記協議の証としてこの協議書を２通作成し、双方記名押印の上、各自その１通を保有する。
　　年　　月　　日
甲　　和歌山市八番丁１２番地
和歌山市消防長　　　　　　　　　　　印
乙
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